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　　人権とは、人間が幸せに生きていく権利で、すべての人が生まれながらにもっている基本的な

　　権利です。

　わたくしたち彦根市民は、

　　日本国憲法の理念にのっとり、お互いに相手の立場を考え、広く豊かな人間関係をつくり、

　差別のない明るく住みよい社会を築くために、市民一人ひとりが、正しい人権意識の高揚に

　努め、市民憲章の実践を誓い、ここに彦根市を「人権尊重都市」とすることを宣言する。
　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年4月1日宣言　　　彦根市

  ・閉会あいさつ

　　　　　　　　　　   彦根市人権尊重都市宣言

DVD
   今こそ支えあって～コロナ禍でもがんばる地域からの発信～

　　　　－人権活動についてのインタビュ―集－

●人権活動についてのインタビュー集から「人がしあわせに生きること」について考えます。

チャプター①人権ネットワーク八幡～部落差別からあらゆる人権課題へ～

近江八幡市で地域での活動を活発に行い、地域の製靴産業などから人権研修のメニューなどをつくりあげてい

ます。部落差別の歴史やこれまでの活動から学びを深めましょう。

チャプター②かんちゃんの小さな家から～子どもたちに居場所と絆を～

近江八幡市安土町で学校に馴染めない、自分が出せない子ども・若者たちにとっての居場所となる取組を進め

ています。子どもたちの置かれている状況について考えましょう。

チャプター③多機能型事業所エルディ～障がい者との共生～

湖南市でA型・B型の就労継続支援事業を通じて、障害のある方々との共生や支援の在り方について伺いまし

た。就労支援の在り方、生活との密接な状況について考えましょう。

チャプター④サンタナ学園～コロナ禍でも負けない学びの保障を～

愛知郡愛荘町にあるブラジル人学校・サンタナ学園。ここでは日本の学校に馴染めなかったなどの理由から通

学するようになった児童生徒もいます。子どもたちが置かれている状況や課題について考えましょう。

　　　           ●人権問題を自分のこととして捉え、お互いを尊重することの大切さを

　　　　　　　　　　　　　　　再認識する一助となればと考えます。

隣同士で意見交換 　11:20～

アンケート記入　　 11:30～

閉会行事            11:35～

  ・彦根市人権尊重都市宣言唱和

  ・開会あいさつ

DVD視聴     10:10～

テーマ  　    今こそ支えあって～人がしあわせに生きること～

児童生徒作文発表 9:40～

場所 稲枝地区公民館 2F  大会議室

受付     9:00～

開会行事     9:30～

　　　　「稲枝地区人権学習会」
   「人権」(人がしあわせに生きること)について一緒に考えてみませんか。

日時 令和5年(2023年)  12月 2日(土)



1  話してみましょう。近頃のわたし

①今日の元気度（何％）

②近頃おいしかった食べ物

③近頃気になるニュース

④近頃ほめられたこと

⑤近頃言われた「ありがとう」

●人からほめられたり「ありがとう」と言われたとき、どんな気持ちになりましたか。

●近頃あなたが言った「ありがとう」はどんなことでしたか。 　

　　　　　「田」「口」「日」「一」・・・

3  [魚] の絵を描こう。

2「田」の中にある文字を考えよう。



　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年4月1日宣言　　　彦根市




